
平成19年度の決算規模は、歳入が約119億円、歳出が約110億円となりまし
た。ここ数年の規模の推移をみると、平成16年度および17年度は、町債の借
り換え等の特殊要因があったため大きくなっていますが、その影響を除外す
ると、実質的には徐々に縮小傾向にあるといえます。

町では、「大網白里町財政事情の作成及び公表に関する条例」
に基づき、皆さんから納めていただいた税金等がどのように使
われたか、また、使う予定なのかを知っていただくために、
『財政事情』を年２回（５月と11月）公表しています。今回は、
平成19年度決算の概要と、平成20年度上半期（４月～９月）
の収支状況をお知らせします。なお、先月号では、平成19年
度の健全化判断比率と資金不足比率をお知らせしています。
財政課財政班　�（70）０３１０

◆一般会計 決算規模◆

140�

135�

130�

125�

120�

115�

110�

105�

100

（億円）�

H14

136

128

124124

117

125

132

126

118
119119

110

133

139139

H15 H16 H17 H18 H19

　歳入総額�
　歳出総額�

平成19年度決算は、単年度収支、実質単年度収支とも前年度より減少しま
した。これは、地方交付税や地方譲与税の減額などにより一般財源（使途の
特定されないお金）の総額が減少した一方、扶助費（福祉にかかるお金）や
公債費（借金の返済額）が増加したことが影響しています。

◆一般会計 決算収支◆

本町の歳入は、町税と地方交付税の占める割合が大きくなっています。前
年度と比較し、町税は、定率減税の廃止や税源移譲の影響で増額となりまし
たが、一方で、地方交付税は三位一体改革の影響で減額となり、それらと地
方譲与税、各種交付金を加えた一般財源総額も減少しました。

◆一般会計 歳入決算◆

町税�
 5,145,762千円�
43.1%

地方譲与税�
 239,818千円�
2.0%

地方消費税交付金�
 354,256千円�
3.0%

その他交付金�
322,897千円�
2.7%

地方交付税�
2,452,424千円�
20.6%

国・県支出金�
955,681千円�
8.0%

寄附金�
597,039千円�
5.0%

繰越金�
445,293千円�
3.7%

町債�
769,500千円�
6.4%

その他�
650,330千円�
5.5%

歳入総額�
約119億3,300万円�

本町の歳出を性質別に見てみると、人件費、補助費等（一部事務組合等へ
の負担金等）、繰出金（特別会計への繰出金等）の順に多くなっていますが、
ここ数年は扶助費および公債費の伸びが顕著になっています。一方、普通建
設事業費は大幅な抑制を進めた結果、前年度比40％以上の減額となりました。

◆一般会計 歳出決算（性質別）◆

人件費�
2,695,474千円�
24.5%

扶助費�
910,100千円�
8.3%

公債費�
901,774千円�
8.2%

普通建設事業費�
912,735千円�
8.3%

物件費�
1,421,998千円�
12.9%

補助費等�
1,996,115千円�
18.1%

維持補修費�
83,537千円�
0.8%

繰出金�
1,706,475千円�
15.5%

その他�
378,594千円�
3.4%

歳出総額�
約110億680万円�

歳入の使いみちを目的別に見てみると、民生費がもっとも多く、次いで総務費、衛生費、教育費に順になっています。ここ数年では民生費の伸びが顕著に
なっていますが、これは、義務的な扶助費が増加していること、出産子育て支援事業等の少子化対策・子育て支援事業の充実に力をいれていることが要因で
す。また、大網白里アリーナ建設事業債や臨時財政対策債の元金償還が始まった影響で、公債費も増加傾向にあります。 ※カッコ内は前年度決算との比較

◆歳入１万円の使いみち（一般会計・目的別）◆

問�

合　計

10,000円

民生費
・少子化対策・子育て支援事業
・心身障害者扶助
・老人福祉
・保育所、学童保育の運営　　等

2,246円（＋299円）

総務費
・町有財産の管理
・徴税、戸籍関係経費
・その他一般行政経費　　等

1,534円（－40円）

衛生費
・乳幼児医療費助成
・健診や講座等を通じた保健推進
・環境保全やごみ処理
・上水道　　等

1,460円（＋56円）

土木費
・道路、河川の管理
・都市整備の推進
・公園管理
・下水道　　等

1,286円（－251円）

公債費
・借入元金、利子の返済

819円（＋70円）

消防費
・消防団費
・消防施設の整備
・防災対策の推進　　等

591円（＋30円）

商工費
・海岸整備
・商工振興
・観光振興　　等

148円（＋9円）

議会費
・町議会の運営

139円（＋9円）

その他
・災害復旧費

0円（－1円）

教育費
・幼稚園、小・中学校教育の推進
・学校教育施設の管理・整備
・生涯学習やスポーツ振興　　等

1,386円（－165円）

農林水産業費
・農業振興
・農地改良
・農道整備　　等

391円（－16円）

（百万円）

※単年度収支＝当該年度の実質収支－前年度の実質収支

区　　　分 19年度 18年度

歳入総額

歳出総額

形式収支

翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支

単年度収支

積立金

繰上償還金

積立金取り崩し額

実質単年度収支
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Ｂ
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Ｄ
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Ｇ

Ｈ
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11,007
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203
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△ 72

5 

4

103

△ 166

12,629

11,784

845

50

795

420

166 

0

29

557



経常収支比率とは、経常的な経費の支払に充てられた経常一般財源の割合
を示す指標で、この比率が高いほど財政の自由度が低くなるといわれていま
す。本町の比率は、県内市町村平均を下回ってはいるものの、普通交付税等
の一般財源の減少、扶助費や公債費の増加により、上昇傾向にあります。

◆経常収支比率の推移（普通会計）◆
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普通交付税に、臨時財政対策債（制度上、普通交付税の一部を町債に振り
替えたもの）を加えた実質的な普通交付税額は、平成12年度をピークに、三
位一体改革の影響で年々減少しています。平成19年度はピーク時より10億円
以上減少しており、町財政に大きな影響を及ぼしています。

◆普通交付税等の推移◆
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　臨時財政対策債�
　普通交付税�

平成19年度末の借入金残高は、全会計合計が約225億8,900万円で、前年度
からほぼ横ばいです。普通建設事業に係る借入金は抑制していますが、臨時
財政対策債の影響で、普通会計債は増加傾向にあります。

◆借入金残高の状況（全会計）◆

12,000�

10,000�

8,000�

6,000�

4,000�

2,000�

0

（百万円）�

（会計名）�
一般� 公共下水道事業� 農業集落排水事業� 土地区画整理事業� ガス事業� 病院事業�

10,669 10,589

8,281 8,338

1,4621,462 1,5091,509 1,6861,686 1,7531,7531,462 1,509

192 299 323

1,686 1,753

85

　Ｈ19�
　Ｈ18

平成19年度末の基金現在高は、約62億600万円です。平成18年度末と比較
すると、財政調整基金が約３億300万円増えるなど、合計で約５億3,600万円
の増となりました。これは、行財政改革による歳出削減や町債の効果的な活
用によるものといえます。

◆基金現在高の状況（全会計）◆
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（基金名）�
財政調整基金� 減債基金� 庁舎等建設基金�公共施設整備改修基金� 土地開発基金�社会福祉基金� その他�

2,161

1,858

959 956 936

405 434

959 956 936

755

405 434
333 332 369

295

1,043 1,040

　Ｈ19�
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平成19年度の特別会計決算は、全会計黒字となりました。会計別に見ると、
国民健康保険特別会計が保険給付費の増加により、公共下水道事業特別会計
が町債繰上返済の影響により、それぞれ前年度と比較し決算規模が拡大して
います。

◆平成19年度特別会計決算状況◆

（百万円）�

国民健康保険�
特別会計�
老人保健�
特別会計�
救護施設事業�
特別会計�
土地取得事業�
特別会計�
公共下水道�
事業特別会計�
農業集落排水�
事業特別会計�
介護保険�
特別会計�
土地区画整理
事業特別会計�

4,946
4,825
4,946
4,825

2,852
2,829

2,364
2,310

334
329

2,829

1,656
1,630

2,364
2,310

216
216

334
329

141
138

32
31

特別会計の決算状況�
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平成19年度の企業会計決算は、ガス事業会計においては純利益、病院事業
会計においては純損失が発生しました。なお、いずれの会計も資本的収入額
が資本的支出額に対し不足する額については、留保資金等で補てんしました。

◆平成19年度企業会計決算状況◆

（百万円）�

収益的収入�

収益的支出�

資本的収入�

資本的支出�

収益的収入�

収益的支出�

資本的収入�

資本的支出�

672

1,676

45

107

1,873

654

36
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ガス事業会計の決算状況�

8006004002000

（百万円）�
2,0001,5001,0005000

病院事業会計の決算状況�

◆平成20年度一般会計・特別会計上半期収支状況◆ ◆平成20年度企業会計上半期収支状況◆
（千円、％） （千円、％）

会 計 名 予 算 現 額

一 般

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

後期高齢者医療

救 護 施 設 事 業

土 地 取 得 事 業

公共下水道事業

農業集落排水事業

介 護 保 険

土地区画整理事業

11,414,052

4,836,502

313,503

346,789

223,738

51,111

2,054,586

142,828

2,547,279

470,677

収 入 済 額

5,897,310

1,468,856

259,197

119,329

74,553

509

142,527

10,736

1,038,090

5,326

収 入 率

51.7

30.4

82.7

34.4

33.3

1.0

6.9

7.5

40.8

1.1

支 出 済 額

4,124,581

1,954,109

250,602

62,679

91,901

0

545,500

64,015

963,048

41,152

執 行 率

36.1

40.4

79.9

18.1

41.1

0.0

26.6

44.8

37.8

8.7

区 分 予 算 現 額

ガス収益的収入

ガス収益的支出

ガス資本的収入

ガス資本的支出

病院収益的収入

病院収益的支出

病院資本的収入

病院資本的支出

746,776

726,630

27,982

112,172

1,901,566

1,901,566

225,169

273,666

収入済額または支出済額

310,506

227,337

445

18,608

896,906

967,411

46,667

44,421

執 行 率

41.6

31.3

1.6

16.6

47.2

50.9

20.7

16.2
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